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「ありがとう」の気持ちを伝えた 

     ボランティア感謝の会 
 

 １月２３日（火）のいきいきタイムに、ボランティア感謝の会を実

施しました。 

 １年間を振り返り、お世話になった方々がいたことに気づき、思い

を表現することと、感謝の気持ちを養うことがねらいです。 

 児童会行事として、計画委員が中心となり、この日までにボランテ

ィアの方と関係の深い学年が感謝の手紙を書いたり、折り紙のメダル

を作ったりして、全校生が携わって感謝の気持ちを伝えました。 

 体育館でボランティアの方々をお迎えし、代表の児童が感謝の言葉

を伝え、その後、手紙とメダル、鉢花を差し上げました。そして、全

校児童で「ありがとうの花」の歌をプレゼントしました。 

 最後に、校長から児童に「ありがとうの気持ちは言葉や態度で示す

ことで伝わります。まずは、自分から大きな声と笑顔で挨拶をするこ

とで、ありがとうの気持ちを送ってほしいと思います。」と話しました。 

 ボランティアの皆様、日頃より児童・学校のためにお力添えをいた

だき感謝申し上げます。今後ともご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 ボランティア感謝の会の後、各学級で活動の振り返りをしました。 

 児童の振り返りを紹介いたします。 

 ・ボランティアの人たちのおかげで安心して学校生活が送れていることが分かった。 

 ・ボランティアの方たちに、みんなからの「ありがとう」の気持ちが伝わったと思います。感謝のお手紙やプ

レゼントを、思いをこめて書いて作ったのでよかったです。 

 ・ボランティアの方々がうれしいと思うようにプレゼントなどを渡せたと思うので、普段の登校・下校などで

感謝の気持ちを伝えていきたいなと思いました。 

 ・いろいろな人にお世話になっているので、感謝する気持ちが大切だと思いました。 

 ・これからも感謝の気持ちを忘れずに、ボランティアの方々に会ったときには元気よくあいさつしたい。 

 ・ちゃんと一人一人に、ありがとうという自分の気持ちが伝わって自分の心も温かくなった。ボランティアの

人に会ったら気持ちが伝わるようにあいさつしたい。 

 ・毎日わたしたちを多くの人が見守っていることが分かった。今日これなかった人たちには、あいさつで感謝

の気持ちを伝えたいと思った。 

 ・ボランティアの人に会えたら感謝の気持ちを行動で表したい。（あいさつを特にがんばりたい。） 

感謝の手紙、メダル、鉢花のプレゼント 

児童代表による感謝の言葉 

歌「ありがとうの花」のプレゼント 



 

 

 

 

 

「笑顔がいっぱい」「できた！がいっぱい」 

笑顔と感動がある幸せな みなみ小学校 

★みなみ小ホームページのＱＲコードになります。 

 日々の学校の様子をこまめにアップしております。 

 また、「みなみ小だより」もカラーでご覧いただけます。 

 ぜひ、アクセスしてみてください。 

 あいさつ週間  「あかるく いつでも さきに つづける」 

 ２月６日（火）から１３日（火）まで、あいさつ週間でした。あいさつについての意識を高め、豊かな人間関

係の基礎を身に付けるとともに、社会生活の中で人間関係を大切にしようとする態度を養うことをねらいに、登

下校時や授業の始まり・終わり等のあいさつを重点的に指導してきました。 

 学級ごとに、「どんなときに、どんなあいさつをするか」を確認し、頑張ることを話し合い、めあてとして掲示

しました。 

 あいさつ週間を契機に、さらに気持ちの良いあいさつが増えるよう指導してまいります。 

 コミュニティ・スクールに関

する情報を本コーナーでお届け

します。 

 第３回北押原中地区学校運営協議会 
 ２月１５日（木）に北押原コミュニティセンターにて、第３回北押原中地区学校運営

協議会が開かれました。 

 まず、三校それぞれの部会が開かれました。今回は学校評

価における学校関係者評価委員会も兼ねているため、先日保

護者の皆様にご協力いただきました学校評価アンケートの

結果、児童と教職員の学校評価アンケートの結果についても

ご意見をいただきました。 

 委員の方から、「多くの項目で肯定的な評価の割合が多いことは素晴らしい。一方、

児童・保護者・教職員で評価の割合が異なる項目は注意が必要だろう。」「１１月に参観

した授業参観では、児童が全員発表していて素晴らしかった。人前で発表する機会を作

ることは大切だろう。」などの意見をいただきました。これからの教育活動に生かして

まいります。 

 その後、三校合同で今年度の取組の成果と課題が共有され、

挨拶や読書など共通する課題について話し合われました。 

 今後も三校合同のメリットを生かし、小と中の連携と、学

校と地域の連携を密にしながら、ご支援・ご協力いただける

と幸いです。 

あいさつ週間 
 みなみ小学校のあ

いさつ週間に合わせ

て、ＰＴＡ指導部の

皆様にも、朝、鹿沼南

高校前と南上野陸橋

で立哨のご協力をい

ただきました。あり

がとうございまし

た。 


